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(1)　調査の目的

　○義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力

　　や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。

　○学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

   ○以上のような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

(2)　調査の対象

　　小学校６年生、中学校３年生

(3)　調査の内容

　① 教科に関する調査（国語、算数・数学、理科）

　　・小学校調査：国語、算数、理科

　　・中学校調査：国語、数学、理科

　②質問紙調査

　　・児童生徒に対する調査

　　・学校に対する調査

(4)  調査の方式

　　悉皆調査

(5)  調査期日

　　令和７年４月17日(木)

(6)  調査を実施した学校・児童生徒数

対象学校数 学校数（実施率） 実施児童生徒数

小学校 ７校 ７枚（100％） 264人

中学校 ６校 ６校（100％） 324人

１．調査の概要
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＜　概要について　＞

　(1)　全国比較について

　　　小・中学校ともに、国語、算数・数学、理科、全てで全国平均を上回っています。

　(2)　秋田県比較について

　　　小学校は、同程度であり、中学校では国語、数学で上回っています。

　(3)　小学校６年生平均正答率（％）

　(4)　中学校３年生平均正答率（％）

※理科はIRT方式の調査のためIRTスコアを10分の1で示しています。

２．教科に関する調査結果

小・中学校とも概ね良好な状況です。
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＜　小学校国語について　＞

　(1)　領域別平均正答率の結果について

　全ての領域で全国平均を上回っており、読むことの領域で秋田県平均を上回っています。

　(2)　設問別平均正答率の結果と課題等について

　　　全14問中、6問が全国及び秋田県平均を上回っています。

３．教科に関する調査結果（小 国語）
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全ての領域で概ね良好な状況です。

・話し手の考えと自分の考えとを比較して共通

点や相違点を整理したり、共感した内容や納

得した事例を取り上げたりして、自分の考え

を、まとめることが大切です。学習指導に当

たっては、自分が知りたい内容に関する言葉

を取り上げ、更に質問しながら理解を深め、

話し手の考えと比較しながら自分の考えをま

とめていけるようにすることが大切です。

・図表やグラフを用いた文章と用いていない文

章を提示する等して、図表やグラフの効果を

理解できるようにすることが考えられます。

その上で、伝えたいことを明確にし、分かり

やすく伝えるためには、どのような図表やグ

ラフを用いるとよいかを児童が考えられるよ

うにすることが大切です。
【参考】令和７年度全国学力・学習状況調査報告書

指導のポイント

目的に応じて、文章と図表など

を結び付ける等して必要な情報を

見付けることができるかどうかを

みる問題では、全国及び秋田県平

均を大きく上回りました。
【設問３三（１）】

更なる向上を目指して

・話し手の考えと比較しながら、

自分の考えをまとめる問題

【設問１三（２）】

・図表を用いて自分の考えが伝わ

るように表し方を工夫する問題

【設問２二】
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＜　小学校算数について　＞

　(1)　領域別平均正答率の結果について

　　数と計算、測定の領域で全国平均、秋田県平均を上回っていますが、

　　変化と関係の領域で全国平均、秋田県平均を下回っています。

　(2)　設問別平均正答率の結果と課題等について

　　　全16問中、11問が全国及び秋田県平均を上回っています。

３．教科に関する調査結果（小 算数）
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一部の領域で課題が見られます。

・図形を構成する要素及びそれらの位置関係に着目

しながら、図形の性質を基に弁別した理由を説明

することで、置き方をいろいろと変えても図形の

性質は変わらないことを理解できるようにするこ

とが大切です。また、図形の性質を基に台形でな

い理由を説明したり、それらの図形をどのように

構成し直せば台形になるのかを考えたりすること

ができるようにすることも大切です。

・増量前の量を基準量100％として10％や110％

に当たる比較量を表したり、基準量を１として、

0.1や1.1に当たる比較量を表したりすることで、

「１０％増量」について「増えた分」と「増量後

の量」の違いを明らかにして、図と式や言葉等を

用いて説明し、数量の関係を捉えることができる

ようにすることが大切です。
【参考】令和７年度全国学力・学習状況調査報告書

指導のポイント

平行四辺形の性質を基に、コ

ンパスを用いて平行四辺形を作

図することができるかどうかを

みる問題で全国及び秋田県平均

を大きく上回りました。
【設問２(１)】

更なる向上を目指して

・方眼上の五つの図形の中から

台形を選ぶ問題【設問２(２)】

・「10％増量」の意味を解釈し、

「増量後」が「増量前」の何倍

になっているかを表す問題

【設問４(４)】

－4－



＜　小学校理科について　＞

　(1)　領域別平均正答率の結果について

　　生命と地球の領域で全国平均、秋田県平均を上回っていますが、

　　エネルギーの領域で全国平均、秋田県平均を下回っています。

　(2)　設問別平均正答率の結果と課題等について

　　　全17問中、９問が全国及び秋田県平均を上回っています。

３．教科に関する調査結果（小 理科）
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一部の領域で課題が見られます。

・児童が既習の内容から目的を設定し、そ

の目的を達成するためにものづくりを行

っていく過程で、条件を制御しながら、

データを計測しつつ修正するといった活

動の充実を図ります。そして、ものづく

りの活動を振り返り、既習の内容を生か

しながらものづくりができたことを自覚

できるようにする学習活動が考えられま

す。

・ものづくりでできた装置を言葉や図に表

現したり、言葉や図から装置を再構成し

たりする等、学習を通して得た知識の理

解を深めることが大切です。また、設定

した目的を達成できているかを振り返り、

修正する学習活動が考えらます。
【参考】令和７年度全国学力・学習状況調査報告書

磁力を強めるために、コイル

の巻数の変え方を書く問題と、

顕微鏡で観察する際に適切な像

にするための顕微鏡の操作を選

ぶ問題で、全国及び秋田県平均

を大きく上回りました。
【設問２(３）、設問３(２)】

更なる向上を目指して

・電気回路のつくり方について、実

験方法を発送し、表現する問題

【設問２（２）】

・乾電池のつなぎ方について、直列

つなぎに関する知識の問題

【設問２（４）】

指導のポイント
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＜　中学校国語について　＞

※　言語事項→伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

　(1)　領域別平均正答率の結果について

　　　全ての領域で全国平均、秋田県平均を上回っています。

　(2)　設問別平均正答率の結果と課題等について

　　　全14問中、10問が全国及び秋田県平均を上回っています。

３．教科に関する調査結果（中 国語）

全ての領域において良好な状況です。

・漢字の指導においては、字体、字形、音訓、意

味や用法などの知識を習得し、文脈に即して漢

字を正しく使うように指導することが大切です。

１人１台端末等を活用して文字を入力する活動

を行う場合には、漢字がもつ意味に注意して、

適切に選択することができるよう、漢字を正し

く用いる態度と習慣を養うことに留意すること

が必要です。

・自分の考えが伝わる文章にするために、意見と

それを支える根拠を明確にして書くことが重要

です。根拠を明確にするためには、まず、自分

の考えが確かな事実や事柄に基づいたものであ

るかを確かめることが必要です。その際に、接

続する語句や指示する語句を用いる等して、伝

えたい事柄とその根拠とを適切に結び付けたり、

事実や事柄を具体的に示したりして書くように

指導することが大切です。
【参考】令和７年度全国学力・学習状況調査報告書

指導のポイント

相手の反応を踏まえながら、

自分の考えがわかりやすく伝わ

るように表現を工夫することが

できるかをみる問題で、全国及

び秋田県平均を大きく上回りま

した。 【設問２二】

更なる向上を目指して

・文脈に即して漢字を正しく書く

問題 【設問１一】

・根拠を明確にして自分の考えを

書く問題 【設問１四】
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＜　中学校数学について　＞

　(1)　領域別平均正答率の結果について

　　　全ての領域で全国平均を上回っています。

　(2)　設問別平均正答率の結果と課題等について

　　　全14問中、11問が全国及び秋田県平均を上回っています。

３．教科に関する調査結果（中 数学）

全ての領域において概ね良好な状況です。

・一次関数におけるｘの増加量に対するｙの

増加量を求めることができるように指導す

ることが大切です。また、日常生活や社会

の事象における問題において、その事象か

ら一次関数の関係を見いだし、変化の割合

を活用して解決できるように指導すること

が大切です。

・文字を用いた式の意味を読み取り、事柄の

特徴を数学的に説明できるように指導する

ことが大切です。例えば、連続する二つの

３の倍数の和がどのような数になるかを文

字式を用いて考察する場面やその文字式が

どのような式に変形できるかを考察する場

面を設定することが大切です。前提と結論

を明確にして表現できるようにすることも

大切です。
【参考】令和７年度全国学力・学習状況調査報告書

指導のポイント

１から９までの数の中から素数を

全て選ぶ問題と、不確定な事象の起

こりやすさの傾向を捉え、判断の理

由を数学的な表現で説明する問題で、

全国及び秋田県平均を大きく上回り

ました。 【設問１、設問7(2)】

更なる向上を目指して

・一次関数について、変化の割合を

基にｘの増加量に対するｙの増加

量を求める問題 【設問４】

・式から成り立つ事柄を見いだし、

数学的な表現を用いて説明する問

題 【設問６(２)】
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＜　中学校理科について　＞

　(1)　領域別平均正答率の結果について

　　　粒子と、生命の領域で全国平均、秋田県平均を上回っています。

　　　エネルギーと、地球の領域で全国平均を下回っています。

　(2)　設問別平均正答率の結果と課題等について

　　　全22問中、13問が全国及び秋田県平均を上回っています。

３．教科に関する調査結果（中 理科）

一部の領域で課題が見られます。

・化学変化を原子や分子のモデルを用いて考察

させるなど、微視的に事象を捉えるようにす

ることが考えられます。その際、化学変化に

おける「反応する物質」と「生成してできた

物質」を整理した上で、「化学変化の前後で

原子の種類は変わらず、原子の数も変化しな

い」という知識を確認し、微視的に事象を捉

えることが大切です。その際には、１人１台

端末を使用して原子や分子のモデルを動かし、

生徒が試行錯誤できるようにする活動が考え

られます。

・大地の変化に関する知識及び技能と過去に起

きたと考えられる事象を関連付けて考察する

学習場面を設定することが考えられます。そ

の際、身近な地域や博物館等の資料や、１人

１台端末等を活用し、具体的な例を挙げ、興

味・関心を高めるようにすることが大切です。
【参考】令和７年度全国学力・学習状況調査報告書

指導のポイント
気体（ガス）の密度の大小関係を分

析して解釈できるかどうかをみる問題

と化学変化の分解の知識が概念として

身に付いているかをどうかをみる問題

で全国及び秋田県平均を大きく上回り

ました。【設問４(１)】【設問７(２)】

更なる向上を目指して

・実験の結果を分析して解釈し、化学変化

を原子や分子のモデルで表すことができ

るかどうかみる問題 【設問５(２)】

・大地の変化と、地層の様子やその構成物

に関する知識及び技能を関連付けて、地

層の重なり方や広がり方を推定できるか

どうかをみる問題 【設問８(１)】
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　(1)　国語、算数・数学、理科に対する関心・意欲・態度

　(２)　授業の中での児童生徒の意識

４．質問紙調査結果① （授業づくり）

各教科に対する関心や意欲が高い児童生徒の割合が全国平均と比べて高い。
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「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」の割合（％）

小学校の国語、算数、理科、中学校の国語、数学、理科ともに、全国平均を上回って

います。また、「授業の内容はよく分かりますか」についても、それぞれの教科で全国

平均を上回っています。

・課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組む児童生徒の割合が全国平均を上回っている。

・学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりしている児童生徒

の割合が全国平均より高い。
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学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを

深めたり、広げたりすることができていますか

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」の割合（％）

小・中学校ともに、全国平均を上回っています。各教科において秋田の探究型授業（見

通しｰ個で考えｰ考えを共有ｰ振り返り）が定着し、主体的・対話的な深い学びが展開されて

いることがうかがえます。
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　(1)　話合い活動

　(２)　個別最適な学びのためのＩＣＴの活用

４．質問紙調査結果② （話合い・ＩＣＴ）
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学級生活をよりよくするために学級活動で話し合い、互

いのよさを生かして解決方法を決めていますか
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小学校

道徳の授業で、自分の考えを深めたり学級やループ

で話し合ったりする活動に取り組んでいますか

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」の割合（％）

各教科同様、特別活動や道徳等でも、互いの意見のよさを認め合いながら、話し合う活

動が取り入れられています。話合い活動を充実させることは、自分と友達の考えや意見

を比較し、折り合いを付けていく力の伸長に繋がります。
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学校で、学級の友達と意見を交換する場面で、ＰＣ・

タブレットなどのＩＣＴ機器を、１日に１回以上使用し

てしていますか
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タブレットなどのICT機器を活用することで、自分の

ペースで理解しながら学習を進めることができると

思いますか。

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」の割合（％）

タブレット型端末を使用する段階から活用する段階へと移行し、より効果的な活用が図

られるようになってきています。アナログとデジタルのベストミックスを意識し、ICTをう

まく機能させながら児童生徒の学びを深めていきたいものです。

「自分の考えをもつ」「集団で話し合う」などの

場面で、ICT機器の活用が図られている。
ICT機器の活用により自分に適した学び方で、学

習を進めることができると考える児童生徒が多い。

学級生活をよくするための話合いや、考えを深めたり、学級やグループで話し合ったり

する活動に取り組んでいる児童生徒の割合が全国平均に比べて高い。

IRT式調査のため、能代市のみのデータはありません
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　(1)　自己肯定感、キャリア形成

　(２)　地域との関わり、地域貢献

４．質問紙調査結果③ （ふるさと・キャリア）

能代市

能代市

全国

全国

0 20 40 60 80 100

中学校

小学校

自分には、よいところがあると思いますか

能代市

能代市

全国

全国

0 20 40 60 80 100

中学校

小学校

将来の夢や目標を持っていますか

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」の割合（％）

授業や学校行事等で、児童生徒一人一人が活躍できる場や他者から認められる場を意図

的に設定し、自己肯定感の醸成やキャリア教育の充実に努めていくことが大切です。

能代市

能代市

全国

全国
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中学校

小学校

地域の大人に、授業や放課後等、勉強やス

ポーツ、体験活動に関わってもらったり、一緒

に遊んでもらったりすることはありますか

能代市

能代市

全国

全国

0 20 40 60 80 100

中学校

小学校

地域や社会をよくするために何かしてみたい

と思いますか

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」の割合（％）

各校で地域の方に協力をいただきながらの学習活動を多く取り入れられているため、

地域の活動に参加しようとする児童生徒が育ってきています。しかし、中学生について

は、地域の大人との関わりの割合が全国平均に比べて低くなっています。

自分にはよいところがあると思っている

児童生徒が９割近くいる。

将来の夢や目標を持っている児童生徒の

割合は全国平均より高い。

中学生になると、地域の大人との関わり

が減少していく傾向にある。

地域をよくするために何かしてみたいと思っ

ている児童生徒の割合が全国平均より高い。
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　(1)　家庭生活（朝食・生活リズム）

　(２)　家庭での学習時間

小学校、中学校において、朝食を毎日食べている

児童生徒の割合が全国平均を上回っている。
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中学校

小学校

朝食を毎日食べていますか
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能代市

全国

全国
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中学校

小学校

毎日同じくらいの時間に寝たり、起きたりしていま

すか

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」の割合（％）

学校生活をよりよく過ごすためには、朝食を摂り、規則正しい生活を続けることが大

切です。よりよい生活習慣の定着のために、機会を捉えて、継続して指導していくこと

が重要です。

・平日１時間以上勉強する児童生徒の割合は全国平均より高い。

・休日１時間以上勉強する児童生徒の割合は全国平均より高い。

・平日、休日ともに１時間以上勉強する割合は、小学校から中学校で増加している。
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中学校

小学校

学校がある日（平日）、１日１時間以上、勉強

をしますか
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中学校

小学校

学校がない日（休日）、１日１時間以上勉強を

しますか

昨年度と比較し、家庭での学習時間が減少している傾向がみられます。学校と家庭が

連携し、児童生徒が自ら学ぶ時間を確保できるよう指導・工夫していくことが大切です。

４．質問紙調査結果④ （家庭の教育等）

小学校、中学校において、毎日同じくらいの時間に寝たり

起きたりしている児童生徒の割合が全国平均を上回って

いる。
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